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「老舗の『人』に共通するものは何か」 

 

 

１，はじめに 

a) 研究のテーマ 

本研究のテーマは、「老舗の『人』に共通するものは何か」である。本研究は、200年

以上続くような接客業を営む老舗の訪問とインタビューを通して、老舗が長く続く理由

を「人」という観点から明らかにすることが目的である。 

b) 研究動機 

ゼミでブランドについて学ぶ中で、１００年以上続くような老舗はなぜ生き残り、どの

ような特徴を持っているのかという大きな問いに対して、自ら答えを探そうと考えたの

がこの研究の発端である。 

片平秀貴先生の著書である『パワーブランドの本質 (1999)』では、ナイキやメルセデ

ス・ベンツといった強いブランドをもつ企業に対するインタビューから導かれた法則と

して、「夢」「一貫性」「革新性」の３つを挙げている。私達は、これらの共通項の背

後に必ず存在する「人」に着目し、その「人」には何らかの共通点が見出されるのでは

ないだろうかという仮説を出発点として本研究を始めた。 

 

２，仮説 

a) 仮説 

老舗の人に共通する特質は真の顧客第一であるという仮説を立てた。商売をする以上、

最重要視されるのは利益であるが、老舗の人は目先の利益のために「まず売る」のでは

なく、「顧客に気持ちよく、満足して帰ってもらうためには何をすべきか」を第一に考

えて、顧客一人一人に向き合い、彼らが求める最高の接客をし、利益はその先の結果と

して考えているのではないか。これが私たちの考える真の顧客第一の意味するところで

ある。私達は、このような数字には直接見えない部分にこそ、老舗たる所以があるので

はないかと考えた。 

 

b) 仮説を立てた背景 



このように考えた背景には、文化三年（1806年）創業の和紙舗である日本橋 榛原への

訪問がある。実際に日本橋の店舗へと訪問したところ、一見向こうから話しかけてきた

りして、商品を売ろうとはしてこないものの、店員さんに対しある１つの何気ない質問

をすると、後からパンフレットを持ってきたりするなどして、和紙について知識の薄い

私たちに対して、明るく、深い知識で様々に和紙に関する説明をして下さった。感覚と

しては、１を聞くと１０返してくれるような調子で、最後には日本橋の違うお店の方が

品揃えがいいからと、地図までくれて道案内をしていただき、私達は最終的に何も購入

しなかったものの、非常に心地の良い対応をしていただいた。このような体験は榛原の

みならず訪問した他の老舗でも見られた。こうした経験から、老舗の人たちは売ること

よりも、まずは顧客に寄り添い、一生懸命に対応する真の顧客第一の姿勢があり、それ

が長きにわたる競争優位の源泉となっているのではないかと考えた。 

 

３，仮説の検証 

 

【前提・検証方法】 

 

調査対象の老舗群を含んだ全ての小売店を母集団として、それらの平均スコアを「老舗以外の

小売店から抽出した小売店の平均スコア」とし、またスコアが正規分布にしたがって分布して

いると仮定する。 

そのときに老舗のスコアが上位 10%に位置しているかということを有意水準 10%で統計的に検

証することで老舗が顧客第一を徹底しているという事を検証できたとする。 

 

● 帰無仮説「老舗のスコアが小売店全体のスコアの上位 10％である」 

● 対立仮説「老舗のスコアが小売店全体のスコアの上位 10％より大きい」 

 

有意水準 10%で検定を行う。よって α=0.10である。上側確率が 0.1となる領域を棄却域とす

る。 

(母集団である小売店全体の点数分布が正規分布に従うとき、上側確率が 0.1なので z値は約

1.28である) 

 

【検証の結果】 

 

有意水準 10%で検定を行った結果、検定統計量が棄却域に入ったため帰無仮説を棄却し、対立

仮説を採択する、すなわち老舗のスコアが小売店全体のスコアの上位 10％より大きいことが検

証された。 

 

 



４，インタビューを通した考察 

 （中略） 

  

 

 今回のインタビューでは N=１ではあるが、「老舗の人に共通する特質は真の顧客第一であ

る」という仮説はインタビューからもより確からしいものとして確認された。今後は、まず他

の老舗でも同じことがあてはまるのかということを、企業のサイトやインタビュー記事、必要

ならば実際にインタビューを通して定性的に検証したい。さらに、それらの検証を通して、老

舗に見られる共通点がなぜ発生しているのかについての新たな仮説も立てて検証していきた

い。 
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